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クラブ会報 
  市内ロータリークラブ 

合同新年例会 

第 24 回例会 （通算第 601 回） 

事  務  局  ： 福 島 県 福 島 市 天 神 町 13-5 ｱﾝﾋﾞｯｸｽ 5 201 号   TEL：024-525-2331  FAX：024-525-2332 

WEB サイト ： h t tp：//www.fukush ima21rc . jp/    E-mai l  ：  f21rc@fukush ima21rc . jp  

☆会 報 ・雑 誌 ・広 報 委 員 会    委 員 長 ：松 本 和 彦   委 員 ：粕 谷 悦 功   藤 野 圭 史   樋 口 静 克  

＜ 2013-2014 年度 ＞   会 長 ： 阿部 正美   幹 事 ： 伊藤 淳一 

T H E  F O U R - W A Y  T E S T  

四 つ の テ ス ト  

1   真実かどうか 

2  みんなに公平か 

3  好意と友情を深めるか 

4  みんなのためになるかどうか 

【日付】  1 月 4 日 （土） 

【場所】 ホテル辰巳屋 

【開会点鐘】 12 時 30 分 

【出席報告】 

会員数： 54 名 

出席数： 34 名 

出席率： 62.96％ 

長期欠席者： 1 名 

出席免除者： 4 名 

【会報発行】 

第 2530 地区県北第一分区 

福島 21 ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ 

委員会報告 
■財団 BOX 

0 円 
■ｽﾏｲﾘﾝｸﾞ BOX 

0 円 
■米山 BOX 

0 円 

会 長 あ い さ つ 

 会長 ： 阿部 正美 

  新年あけましておめでとうございます。 

2013～14 年度も、半年が過ぎました。会員の皆さんご協力 

ありがとうございました。今年も、親クラブの福島南ロータリ 

ークラブとの合同例会、桜の聖母インターアクトクラブとの合 

同例会、東広島 21 ロータリークラブ・千里メイプルロータリークラブとの合同例会を予定

しておりますし、県北第一分区「インターシティミーティング」のホストクラブの担当、昨年

に引き続き「ミニＳＬで福島の子供たちに笑顔を」プロジェクトへの参加などを計画してお

りますので昨年に変わらずのご支援、ご協力をお願いし新年のあいさつといたします。 

 

新年合同例会 ホストクラブ会長あいさつ 
 

福島北 RC 会長 

宍戸 勇一様  

  新年明けましておめでとうございます。 本日は休日にもかかわらず、 

衆議院議員亀岡偉民様、福島県知事佐藤雄平様、そして福島市長小林 

香様はじめ、飯坂ロ－タリークラブの皆様をお迎えして、福島市内８クラ 

ブ合同新年会が開催出来ましたこと、ホストクラブを代表しまして、心よ 

り御礼申し上げます。我々福島選出政治家の皆様の、福島復興にかけ 

る思いを、ひしひしと感じることができ、東日本大震災、原発事故から、 

３年目の節目の年に当たり、我々ロータリアンに対する期待を感じることができ、本当にうれしく

思っております。政、官、民一体を今年は本当の意味で実践できますよう、政治に携わる御３方

には、ご指導のほどよろしく願いもうしあげます。私たちロータリアンは 我々の先祖の皆様が築

き発展させてまいりました、豊かで安心できる福島を、そしてよりいっそう愛される福島を、若い世

代につながなければならない努めを 政、官、民の力を集結し、一丸となって、今こそ福島のそし

て我々の底力を発揮して、福島の復興に努めようではありませんか。皆様のお力が必ずや福島

復興の実現につながると、信じております。私たちの地区から誕生します、野崎潔ガバナーを中

心に、皆様と共に頑張ってまいりますので、皆様のご指導ご協力をお願い申し上げまして、新年

のあいさつにかえさせていただきます。今日はお休みのところ、このように盛大に新年会が開催

できましたこと、誠にありがとうございました。 

新年おめでとうございます 
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【本日のプログラム】 

1. 開会点鐘 

2. 国歌斉唱 

3. ロータリーソング 

   「奉仕の理想」 

4. ホストクラブ 

会長あいさつ 

  5. 来賓並びに 

参加クラブ紹介 

6. 来賓あいさつ 

7. 閉会点鐘 

 

◇祝 宴◇ 

8. あいさつ 

9. 鏡開き 発声 

10. 乾杯 

11. 祝奏 

12. 「手に手つないで」 

 

【プログラム実施予定】 

１月 4 日（土） 

市内ロータリークラブ 

合同新年例会 

(受付 12 時より) 

  9 日（木） 

   月間スピーチ⑦ 

 16 日（木） 

   移動例会 裁判所 

 23 日（木） 

   福島南ＲＣとの合同例会 

 30 日（木） 

   創立 13 年記念例会 

来賓あいさつ  福島県知事 佐藤 雄平様 

  新年明けましておめでとうございます。福島市長の小林香です。 

本日は、市内ロータリークラブの新年合同例会にお招きいただき、誠にあり 

がとうございます。また、本例会がこのように盛大に開催されますこと、心より 

お祝い申し上げます。 また、私事ではございますが、この度、県都福島市の 

市政を預からせていただくこととなりました。２８万市民のリーダーとして、市職員一丸となって、福島

市の課題に全力で立ち向かっていきたいと思いますので、これからも皆様のご支援とご協力を賜わり

ますよう、この場をお借りしてお願い申し上げます。 さて、東日本大震災からもうすぐ３年が経過しよ

うとしていますが、いまだに市民の不安は払拭されておりません。１日も早く不安を解消し、市民の皆

様が安心して暮らせるよう、福島市の早期復興を目指したいと考えております。そのためには、まず放

射線の不安を取り除くことが第一です。早急に仮置き場を設置し、除染を加速してまいります。また、

福島市は県庁所在地であります。県北地域の中心都市として、「みんなが誇れる県都ふくしま」の実

現に向けて、福島県内の市町村をリードするような施策を進めてまいります。 本日お集まりのロータ

リークラブの皆様は、長い間社会貢献活動を続けてこられた歴史と伝統をお持ちです。社会を良くしよ

うという気持ちは、私たち市職員も同じであります。どうか皆様には、相互理解と連携をさらに深めら

れますとともに、今後とも本市の復旧・復興、そして活力あふれるまちづくりのため、ご支援とご協力を

賜りますようよろしくお願い申し上げます。結びに、本年が市民の皆様にとりまして、希望に満ち、健康

で幸多き年でありますよう心からご祈念申し上げ、新年のごあいさつといたします。 

  新しい年の初めに当たり、ロータリークラブの皆さんの御多幸を心からお祈 

り申し上げます。 皆さんは、地域に根ざした社会奉仕活動を始め様々な活動 

を積極的に展開され、明るい地域社会の確立に大きく御貢献を頂いており、深 

く敬意と感謝の意を表します。 震災から三度目の新年を迎えました。県では、 

新たな総合計画「ふくしま新生プラン」に基づき、「人と地域」を礎に「活力」「安全・安心」「思いやり」の

三つの柱の下、一日も早い復興に向け、県民の皆さんと一丸となって全力で取り組んでまいりました。

観光地やイベント会場は多くの方でにぎわうようになり、福島ユナイテッドＦＣのＪリーグ参入といった明

るい話題も増えてきたところであります。また、浮体式洋上風力発電の運転開始や県営復興公営住宅

の着工など、復興の動きが目に見えるようになってきており、この流れをより大きく、確かなものにしな

ければなりません。六月には日本陸上競技選手権大会が市内で開催されますので、この機会を逃すこ

となく、本県の魅力と今を国内外にしっかりと発信し、風評払拭につなげてまいりたいと考えておりま

す。 今年は午年。この一年、駿馬のように復興に向かって力強く前進し、「新生ふくしま」を形作ってま

いる決意であります。皆さんの活動は、地域社会のつながりを深め、正にこれからの福島県の復興を

けん引する原動力となるものです。 今後とも地域社会の発展のために一層お力を尽くされ、また、県

政に対しましても、更なる御支援、御協力をお願い申し上げます。 結びに、ロータリークラブのますま

すの御発展と、皆さんの今年一年の御健勝、御活躍を心からお祈り申し上げ、新年の挨拶といたしま

す。 

来賓あいさつ  福島市長 小林 香様 


